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放射光第 2 巻第 4 号

後藤放射光学会の設立の意義とか，現在われわ

れが感じている問題点，将来の展望，そういった

ことについて自由に話し合っていただきたいと思

います。

まず，私かち自己紹介をします。富士通の後藤

です。いま X線リソグラフィーの研究をしていま

す。高エ研のおL17で， ビームラインの特性の評

価，たとえば鏡の評価などをやっています。

横山 広島大学理学部の横山です。専門は表面科

学と EXAFS です。表面のほうも主に表面

EXAFS を使った構造解析をやっていますo

EXAFS のほうはフォトンファクトリーのBL10

Bでやっているものですが，これも表面といえる

と思いますが，触媒関係のEXAFS をやってい

ます。広大の助手になって今年で 3 年目になりま

す。

百生 私は目立の基礎研究所にいまして今年で 3

年目になります。専門は軟X線から超軟X線，だ

いたい10から 100オングストロームの光を使って，

構造評価とか電子状態を調べる。何か新しい計測

技術がなし 1かと考えて研究を進めています。

PFではBL8 Aで実験していますが，現状は一

つの応用例としてLB 膜という有機膜を対象とし

て使っている光の特長を生かしたおもしろい計測

技術を考えています。

張 国籍は中国です。今年の 6 月にPF に就職し
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まして，いまAR のところで新しいビームライン

の建設に携わっています。ハードX線領域のアン

ジュレーターということで，いろいろ新しいこと

がありますが，それの建設と， これからそれの応

用を考えているところです。

いま考えていることは，一つは格子力学ですO

もう一つハードX線のホログラム顕微法も考えて

います。

八木電総研の八木ですO 去年までは筑波大にお

りまして， PFのBLllDで，角度分解光電子分光

法による金属の吸着表面の研究をやっていました。

今年の 4 月 1 毘に電総研に就職しまして，現在は

主に偏光アンジュレーターの仕事をやっています。

光源の開発ということで今までとちょっと分野が

違うため，勉強しながらやっています。円偏光の

アンジュレーターの開発と，それのこれからの応

用を考えていこうと思っています。

生天目 東大理学部の生天日です。今年 4 月に助

手に就職したばかりです。昨年までは東大物性研

のSOR 施設の大学院生でした。学生のときは修

士でシンク口トロン放射を用いた光電子分光，博

士課程ではSOR とは直接には関係のない逆光電

子分光をやっていました。現在の研究室は光電子

分光を中心に研究していますので，またSOR 関

係に戻ってきたところです。

中谷物性研の中谷です。物性研の中でも軌道放
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射ではなくて凝縮系に属しているので放射光に関

してはユーザーに過ぎません。自分の専門は回折

結品学で，他に中性子回折もやっています。 PF

のほうではBLI0のところで表面からのX線回折

で，清浄表面上に蒸着した重原子の系の構造解析

をしています。

後藤 まずはじめに，放射光学会の設立の意義を

われわれがどう考えているか。いままで上の世代

の人が発言しているのと違った見方があるのかも

しれませんが，そういった点についてどんなこと

でもいいですからお願いします。

中谷 そう言うことは深く考えたことはありませ

んが，言葉は悪いですが， PFというものができ

て，これが当たった。今までたとえばノ\ードX線

の人だったらハードX線のことしか知らないし

光電子分光の人だったらハードX線についてはあ

まり詳しくなかった。そんな状態でそれぞれかな

り狭い分野にいた人たちの関に，放射光学会がで

きたことによって交流が生じてきた。同じ学会に

属したから，顔見知りになったからと言って，す

ぐに他人のことを理解したということにはならな

いけど，それぞれの人たちが関口を広げていける

可能性ができてきたのではないかと思います。

生天間 放射光はまだ使い始めて間もないと思い

ます。従来の光源を用いて実験していた分野の人

が，放射光のいろいろな優れた特性を使ってやっ
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ていこうとすることで発展してきたと思います。

その他にも放射光の特性を利用して，また新しい

分野とか今まで関係なかった分野の人もどんどん

入ってくるようになり，ますます広がっています。

いろいろな分野の人が同じ装簡を使っていくこと

で， これからいろいろな応用の道が開けてくると

思います。

発展するためには，様々な人がそれを利用して，

改良すべき点を指摘しポテンシャルを高めて

やってし 1かないといけない。そういう雰囲気を盛

り上げるためには放射光学会というものが必要な

のではないでしょうか。

八木放射光はあまり一般に知られていないと思

います。一般の人に「放射光J と言っても，何そ

れといわれてしまう。それどころか科学をやって

いる人に対してでも，今年，電総研に入ったので

すが，間期入所の人に自己紹介で，私は放射光を

やっていましたと言っても，放射光を知らない人

は結構多い。

同じ科学をやっていても放射光を知らないで実

験している。そういうものがあることを知っては

じめて，いろいろな応用とかが考えられると思い

ます。そういうものをもっともっと一般に広めて

いくという意味で，放射光学会は意義があると思

います。

張 私の理解した放射光学会というのは家族みた

いで，大きすぎて，応物学会にも物理学会にも収

めきれない感じです。子供が成長して自分のうち

を建てた，又は分家をつくったという感触があり

ます。

活動は兄弟分になってほかの学会と対等に付き

合うようになるとか，あるいは国際交流の上でも，

ある学会の中の下の分科会というよりも，ランク

の上のほうが便利なときもある。専門の分野で，

たとえば医師会とか，教員関係だと組合とかある。

私の受け止め方としては，そういう感じです。

いま PF に属していて，いろいろ大きな施設の

とか，装置の建設をするのですが，そのため
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木下

には予算関係が絡んでくる。やはりきちんと

があって，まともな形を保っと何かと便利だとい

う感じもします。

東京大学物性研の木下です。いま筑波の高

エネルギ…物理学研究所に物性研の分室ができて

いて， PFのBL18 と 19に光電子分光のための新し

い実験装震をつくろうということで，その建設と

立ち上げの期間中です。将来，共同利用に公開す

るようにということでいまやっているところです。

私は学生のころから物理学会に入っていたので

すが，いま放射光で使われている分野はもちろん

物理もありますが，現実には生物とか薬学，

応用工学，現にPF でも企業の方とか，かなり入っ

ています。

いまそちらのほうがむしろ主流になりつつある

という感じです。そういう意味で，放射光という

のを一つの軸としたまとまりあるディスカッショ

ンを，という意味にとっては，設立の意義は大き

かったのではなし 1かと思います。

ただできてまだ 2 年目ですし今後どうなるの

かなという面で非常に期待もあるしまたがん

ばっていかなければいけないという気持ちと不安

めいたものもあります。

非常に広い範囲で，私がわからない専門分

野の人がいろいろいまして，非常におもしろし

団だと思います。そういう人たちを巻き込んでい
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けば， 自分自身もいろいろなところにアイデアを

見つけ出すことができたりとか， 自分のこれから

の行く方向も非常に刺激されていいのではないか。

異体的に放射光学会が形としてできて，そういう

のに非常にはず、みがつくと思います。

それからアカデミックなことばかりではなくて，

放射光の施設は非常に大がかりで，個人とか小さ

なグル…プで持てるようなものでは決してない。

ましてこれから先はエネルギ…の高い，高輝度の

リンク、、をつくろうという話をあり，予算を取って

くるという問題もある。

そういう問題を解決するためには， このような

呉体的な形としての集団を作ることが効果が大き

いと思う。私自身もそれに貢献したいしその恩

も乞いたいと思っています。私自身としてはこ

の学会に非常に期待をします。

山 放射光に関係する情報が非常に得やすく

なった。それまでは特に光源とか入射関係の話は

全然知らなかった。この間の春の学会あるいは学

会誌でも，かなり詳しい光源とかの解説が出てい

ますので，そういうことを知るうえで情報として

得ることがかなり容易になってきた。

いろいろな分野があるわけで，特にユ…ザ…，

あるいは測定器関係ではまだまだまとまりがない。

しい議論がなかなか難しいと思いますが，その

へんを今後うまくやっていければいいなと考えて

います。

後藤 いままで放射光を使っていた人たちが集

まって交流することによって，自分の専門外の人

から情報を得るとか，知識を得るとか，興味の対

象を広げることができるのではないか。そうする

ことで放射光を使っている人たちの内部でも発展

していく。

それからそういう学会を設立することによって，

いままで，放射光とは無関係だった人にも何か放

射光が提供できるのではないかという宣伝の効果

とか，向こうからのプロポーズ。そういう意味で

どんどん内からも外からも発展してし 1 く。そうい
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う効果も，放射光という一つの学会をつくった意

義があるのではないでしょうか。

2 番目に移りまして現在最も痛感する，現場で

いろいろ研究なりをやっていて，放射光に関して

の問題点がいろいろあると思います。たとえばマ

シンタイムが少ないとか，強度が弱いとか。放射

光は特定の場所にしかないから，そこに行くのが

遠いとか，それぞれにいろいろな思いがあると思

います。

場所的な問題はありますか。横山さんは広島か

らPFにはるばる来ているということですが。

横山 私が広大に行ったときはすでにPF はあり

ましたからあまり文句は言えないんで、すが，車で

往復しますので，片道12時間から 13時間かかりま

す。

PF の場合はいま非常に利用しやすい状況にあ

ると思います。そういう点では近くにあればいい

ですが。

向こうに 2 週間から 3 週間くらい行って，帰っ

てきて解析なり，何なりというのがだいたいいつ

ものパターンです。

後藤たとえば実験装置らそのとき持っていく

のですか。

横山 チャンバーとかになると持っていけないで

すから，向こうにあるものを使うことになります。

ジープの後ろに乗るくらいのものであれば持って
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し 1 きます。

百生 荷物に関してはわれわれは非常に苦労をし

ています。本当はPFの実験ホール内に置かせて

もらえる場所が欲しいのですが，実際問題として

はそれがない。会社に戻ってメンテナンスをしな

ければいけないこともあるのですが，真空チャン

ノ〈…とかもろもろのものを 4 トントラックと 2 ト

ントラック 2 台に積んで，マシンタイムごと往復

しています。

この機会に言わせてもらえるならば，置く場所

をくれ。(笑〉自分たちでつくれといわれればそ

れまでですが， 自分たちのコンテナハウスがあっ

て，あそこにつくってあるのですが，それでも入

りきらない。

横山 コンテナハウスを広くすることはできない

のですか。

百生 どこまで広くしていいのかよく知らないで

すが・ .....0

後藤 あそこの界隈というと物性研と三菱電機

サービス，富士通それから東大……。

木下 東大分光科学センターと日立， NTT, 

NEC。

後藤 NTT と日立がいま 2 階建てですか。

百生そうですね。

後藤そのうち 3 階建てくらいに……。(笑)

百生天井が落ちそうなんです。(笑〉

木下現実問題として，チャンパーとかをプレハ

ブに置くのは……。

百生 ちょっと避けたいですね。

張構造的にだめではないですか

八木 皆さん実験のためにわざわざ遠くから来て

いらっしゃる。私は筑波大出身なもので，そうい

う苦労を全然したことがないんです。大学からす

ぐ近くですから，実験装置を抱えていって据え付

けて，終わったらその日のうちにそのまま持って

帰る。

後藤 私の印象ですが， PF シンポジウムなど放

射光関係の学会を見てみると，筑波大のユーザ…
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は地のりのためか，増えてきている様に感じます。

たとえば遠いからほかの大学から筑波大に移られ

た先生はいらっしゃるのではないですか。

J~木 おります。筑波大の所属になっていて，高

エ研にいます。

後藤 生天目さんは田無のSOR で実験をやられ

ていますが， これからもそちらが中心で、すか。

生天毘 そうですね。日帰りもできるしこちら

の都合に合わせて行って，すばやく仕事をすませ

て戻ってくるとか，計画がたてやすく便利です。

実験室みたいに好きなときに好きなように使えれ

ば本当にいいのですが，マシンタイムがあります

からそうもいきません。皆さん遠くのほうから

験にくるのでたいへんだと患いますが，私の場合

ずっとあそこにいたから苦労が全然わからない。

他のユーザーの方をみていると，装置をトラック

に積んで，確かにたいへんでしょうね。

後藤 中谷さんのところのBL10C の実験チャン

ノくーはどの様にしているのですか。

中谷 ホールの中に置いておいて，使うときに

ビームラインまで押して行きます。真空チャン

ノ〈…そのものはたいした重さでなくても，排気系

などがつくとかなり重くなりますね。そういう間

は真空に限らなくて，たとえば高圧の装置など

は，人力では動かせそうもないので大変だろうと

思います。

私は都内にホームグランドがありますが，近く

から行く場合であっても問題はあります。いろい

ろな用事が入ってきて，たとえば入学試験の監督

とかで戻らなければならないことがあります。

後藤 いま生天日さんからマシンタイムという

葉が出ましたが，マシンタイムに対して何か患っ

ていることはありますか。時間が少ないとか，時

間はあるのですが細切れにされているということ

はありませんか。たとえばEXAFS， PF ですと，

半日くらいで聞したりしていますね。

横山 10B のEXAFS に関してだけいうと， こ

れで最終データにしていいようなきれいなデータ
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が30分から40分で取れる。たとえばマシンタイム

が20時間くらいだとすると，入射とかの時間を悲

しヲ!いても， 40とかの数の資料になる。

それで何人の人間が研究をやっているかによる

と思いますが， 1 人か 2 入くらいで実験をしに

いってデータを取る分には， 20時間くらいという

のは短いという問題はあまりないと思います。

100時間申請しでも 24時間しか与えられない。

そういうことだと問題だと思いますが，それも

年くらいからだいぶマシンタイムが増えましたね。

木下表面EXAFS の場合は，たとえば11B は

かなり時間を取らないとできない。そういうのは

EXAFS だけではなくて，たとえばPF の中でも

vuv の実験と X線の実験とがあって， vuv に

関しては実験そのものをやるうえで，まず，チェ

ンパーを超高真空にしなければいけないとか，サ

ンプルの準備をしなければいけない。それだけで

も l 週間とか 2 週間を費やしてしまう。

だから，マシンタイムに入る前からやってきて

実験の準備をしておくとかのタイムスケジュール

をかなりしっかりしておかないとうまくし 1かない。

光が出ている時間としては，一つのグループに

対しでは結構な時間出ていると思いますが， この

ようなト…タルな面で見ていくと足りない，足り

ないという声がでてくるのかなという気がします。

後藤 たしかに大きなものを背負い込むほど\そう
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いう準備というので，たとえば 1 B もらっている

けれども半司は真空の立ち上げに時間を取られる。

さん，そういう点はどうですか。

我々に関して言えば時間的な制約は幸いな

ところあまりないと思います。むしろじっくり根

を生やしてコツコツゃるようなタイプの研究がで

きるのではないか。

後藤 8Aでしたね。目立の中でユ…ザーはどれ

くらいいますか。

BL-8Aの中で拡現在のところ，われら

を含めて 2 グループか，あるいは 2 グループ半く

らいです。

軟X線のラインですから，全体を真空にしなけ

ればいけない。チャンバーを外から搬入しなけれ

ばいけない。それもマシンタイム中にやらなけれ

ばいけない。後ろの搬入口を開けることができる

日にちは決まっていますよね。ですからそういう

臼に合わせて我々のマシンタイムを設定する。

その日にパッと入れて，出すほうはパッとだし

て，ビームラインに取り付けて，真空を引いてベー

キングをやるとなると 光がでているのにベーキ

ングをやっているとか，そういう状況にも実のと

ころよくなります。

私はPF の職員であって，皆さんにサービス

を提供する側に立っています。内部での会議もい

ろいろやります。たとえば物置の問題，マシンタ

イムの問題。たしかにユーザ…側と，私たちのサー

ビスを提供する側の意見の交換の場は少ない。

初期に比べるとサービスもだいぶよくなったの

ですが，理想に比べるとたぶん皆さんから文句が

出るだろう。

そこらへんをどうしたらいいのかを職員会議の

とき 2 ， 3 時間議論しでも，全然名案が出てこな

い。むしろユ…ザーの人たちの意見， こうしたら

どうか，そういう提案を個人，個人だけではなく

て，組織的に何か出ればこちらのサ…ピスの体制

の改善にもつながるO

木下 たしかにそういう場はPF に関しではない。
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たとえば田無のSOR リングですと，マシンタイ

ムが始まると，毎週月曜日の朝，各ビームライン

にユ…ザーが来ますねO そのユ…ザーとスタップ

まってミーティングをやる。 SOR りングで

は 1 B 3 囲入射が標準ですが，できるだけ強度が

強くて入射を何回やってもらったほうがいいのか，

あるいは一回入射したらできるだけ次の入射はや

らずに長くやりたいとのかの，ユーザーの意見が

ある程度反映されて，融通が効く面がある。

そのほかにかなり老朽化しているリングですか

ら，たとえばあそこは雨漏りがしているからとか，

そういう声は全部ユーザーサイドから集まってく

る場があるわけです。

ところがPF に関していうと，ユーザー側が出

て行く会議は，お偉い先生が出ていって何かしゃ

べる協議会みたいなものはあるのですが，そのほ

かには，スタップと， PF の測定器スタップ，入

射器と光源の代表，プレハブを持っている東大分

光センタ…と物性研，各企業の代表者が出ていっ

て，スケジュール打ち合わせをするという場しか

な~ '0 それは張さんのおっしゃるようなユーザー

との意見交換の場ではないわけです。

マシンタイムもあるし ビームラインの数が多

し 1から，それなりの成果はどんどん出ているのだ

けれども，何となく不満がくすぶっているという

面があるのは，そういう場がないということが非
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常に大きな問題なのではないかと思います。

電総研は共開示j用ではないので，あまりこうい

う問題はないのでしょうが，分子研ではユーザ

に対して結構融通が効くマシンタイムの配分はし

ているように伺っています。融通を効かせること

が高エ研で実現可能かどうかということは別問題

として，そういうユーザーとの話し合いの場が全

然ない。それがPF の問題ではなしゅ1と思います。

八木大所帯すぎるから。

木下大所帯すぎるのと，入射器にしてもトリス

タンとの関係がありますから，融通が効かせられ

ないという面があるにはあると思います。

八木電総研の場合ですと，ごじんまりとしてい

ますので，マシンを運転している者とユーザーと

同じところにいて普段，会話がある。

いままではPF のユーザーだったもので，機械

を使えるのは当たり前という，ユ…ザーサイドに

立ったような考えしか持っていなかったのですが，

実際，運転している人が身の回りにいて，やって

いるのを見ると，いままで光が出るのが当たり前

だったような考えが改まって，運転者の気持ちも

だんだんわかってきた。わりとこじんまりしたと

ころですム運転者とユーザ…との会話があって，

うまくし 1 くのではないか。

ユーザーはマシンを使わせてもらっている立場

で，最近，光を使わせてもらっているという考え

になってきました。

張 私はちょうど真ん中に立っている。一方は

ユーザーであり，一方は光源担IJです。光源側から

1 月 57

であって，出たらそれでおしまい。どうぞ使って

ください。使い勝手とか，使いやすさのことはあ

まり考えない。出すのは 1 年， 2 年で出せるので

すが， これから使う立場の人間にとっては延々と

使わなければいけない。仮に初期段階の不便が何

か残ったら，延々とそのまま続いている。私とし

ても非常に国るしユーザ…たちも困るのではな

し 1か。

意見交換を何回かやってみたのですが，いまま

でやっていなかったせいか，あるいは立場の違い

のせいか，なかなかうまくし 1かないところがあり

ます。

後藤 いま光が出て当たり前というユーザーの立

場の発言がありましたが，木下さんは，いま PF

のBL-18， 19の立ち上げるところをやっていま

すね。そういうことをやっていると，光をだすの

はたいへんだと感じるのではないですか。

見れば私はユーザーのほうに立っていて，私の下 木下上流からつくっていかないと，何事も始ま

のユーザーが見えてこない。

最近ビ…ムラインの建設をやっていて感じたこ

とは，光源の人たちの考えていることと，使う立

場に立っている人間の考えは若干違う。

こちらが要求しているのは，たとえば設備の使

いやすさ，あるいは素人でもミスなく運転できる

ような設備のっくりですが，光源側の人間にして

みれば，立ち上げるときは光を出すのが一生懸命

らない。いまはシャットダウンで止まってい

ますが，その間に，真空系などリング本体やビ…

ムラインの大改修をしているわけです。そうする

とまず最初に光を出す前に焼き出しとか軸調整を

しなおさなければいけない。挿入光源が入つてい

るところはなあお、さらもちろんですしし， ノ、-拍由一一一.抽叩申一.幽幽凶.幽幽

ンテヂ守インクグやのビ一ムラインでで、も， 自分たちはこう

いうべ…スでやりたいというのがある。
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うちなんかはまさしくそういうことしかやって

いないという現状ですから PFの先生方にもお願

いに回って，正規の時間ではないときにもご融通

願ったりしている面も多分にあります。

私たちはあそこに常駐しているから図々しくも

っているのかもしれませんが，普通のユーザー

の人たちは普段の測定のときにそういうことをあ

る程度言いたいのではないでしょうか。物性研の

ビームラインが立ち上がってしまうと，共同利用

に公開されますので，われわれが現在のPF のス

タッフみたいな立場になるわけですから，そうい

うユ…ザーとスタップの両面の立場をいま実感し

ているところです。立ち上がってからでないとあ

まり大きなことは言えないですが。

後藤 たとえばユ…ザーとして，光に対して不満

があるという経験はいままでありますか。強度が

弱いとか， ビームが動くという経験はいままでど

うでしょうか。

自 ふらつくとか，弱いとか言うとマシンの

方にわるいような気がしますが，確かにど…

流やリングの微妙な調整の具合い，磁石の補正と

か，そういうメンテナンス上のいろいろなもので，

ずれることがあるみたいです。分光器の調整とか

その都震やればいいんでしょうけど，そうたびた

びできませんからそのまま使うことになりますね。

ビームのずれや時々の揺れはやむを得ないので

しょうか。 PF の方はよくわからないのですが。

木下 PF の場合はそういうことに対して具体的

に文句を言うのは 4 番， 6 番とか16番とか， PF 

のスタップの先生方からしか出てこない。ユー

ザーから実際に意見吸い上げられて，軌道を変え

たとかはあまりないようにj思いますが，どうなの

でしょうか。

張私が当番を何回かやってみて見た限りでは，

とにかくユーザーたちは非常におとなしくて，我

慢強いですね。一つの例としては，蛋白をやって

いる先生ですが， りが悪いので 4 ， 5 時

間，悪いままでいろいろテストをやってみて，結

放射光第 2 巻第 4

八木

本当の実験がやれなかった。カメラがトラブっ

ていろいろ苦労をしている。早速相談するなり，

何なり手を打ったほうがいいのですが，みんな我

慢強くて自分でがんばろうという姿勢がある。い

いかどうかわからないですが，それを見ていて，

そこまで苦労しなくてもいいじゃないかという気

もします。

後藤私のところのX線リソグラフィーのライン

というのは，それほど細かい光学系がなく，幅広

いビームをミラーに当てているわけです。そう

いったところは少しぐらいビームが動いても光が

何とか出てきている。たとえばこういうユーザー

だったらあまり文句を言わないこともあるのでは

ないでしょうか。

張そうですね。

木下 それは，技術的な問題がかかわってくる面

もあることだと思います。光源側でもそういうこ

とに対して対処しなければいけないし測定器側

でもそニターを充実させる。

いまちょうど19番にアンジュレーターが入って

いるので，拡がりが小さい光が出てくるのですが，

ちょっとでもビームが動くと，分光されてきた強

度とか波長が違ってきてしまうという問題が実際

起こります。

そういう問題もこれからどんどん起こってくる

だろうしそれに光源のほうでも，あるいは測定
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横山手IJ彦氏

器サイドでもそれに対処していくようなテクノロ

ジーをやってし 1かなければいけないのではないか

と思います。

後藤 PF で時々 COD が動いて，たとえばBL-

4 の光が出ないという問題があったときに，各ラ

インはど…ム位置をチェックしてくださいという

アナウンスがありますね。あのあと各ラインから

声が上がってくるのでしょうか。

張私が当番をしている限りは，皆様から何も出

てこない。そんなに敏感に感じられなし 1かもしれ

ない。狂ったといってみても，実験をやっている

人聞は， これは大変だぞ、と気がつくかどうか，そ

の人の経験とか，判断能力にもよるので，一概に

なし ìo

木下共同利用のユーザーの人にはわからない。

実際その装置を立ち上げた経験があるスタップと

か設計者は，モニターとか分光器のスリット，ダ

イアブラムとかを見でずれているとわかるわけで、

すが，実際にユ…ザーとして来て使っている人は，

強度が弱くなったなというくらいの感じしかない

のではないか。波長がずれている。これは分光器

のせいなんだろうというくらいの感じで，たぶん

気がつかないのではないかと思います。

張 うちのサービスの態勢が悪いといえばそれに

尽きるのですが， 10年たったPF で，私が入って，

慣れようと思っていろいろ調べたら，装置のとこ

1989年11 月 59

ろに，たしかに立ち上げる人間にしかわからない

という感じがあります。

後藤 確立したものであればマニュアルはできる

のでしょうけれども，たとえばビ…ムラインにし

てら改良の段階でいろいろ変わると，なかなか

マニュアルはできない。

張 結局みんな忙しくて，終わったちそれでおし

まいであって書かないんですね。自分のプ口グラ

ムをつくるのと同じで，動いたところでもうそれ

でいい。

たとえばこのプログラムを他人に使わせる。そ

ういう心構えがない。自分だけは動かすことがで

きる。 近代社会というか，工業生産のセンスから

いえば，非常に遅れているところがある。

後藤 マニュアル化ということで，電総研は…・・。

八木 マニュアん化というと，電総研はユーザー

というものがいない。一般共同利用施設ではなく

て， 自分たちの装置ですから外から来た入に使わ

せることはあまり考えていないですからマニュア

ル化は意識にないですね。

後藤 担当者がもし代わったときに闘ったりする

ことはないのですか。

八木 私は 4 月に入ったばかりでまだ半年もたっ

ていないので，担当者が代わったというのはまだ

見たことがないので何とも言えないです。

生天自 しっかりしたマニュアルができていると

いいですね。何回も使ってよくわかっている人は

いいですけれど，始めて使うというか，まだ経験

の浅いグjレープでは， ビームラインの担当者にか

なり頼るところが大きくなる。そういう人たちの

負担を軽減し使う障壁を低くできると思うので，

必要ではないですか。

後藤 ある程度，経験を積まないと使わせないよ

うという意識があるのではないでしょうか。

張 私がPF に入って受けた印象としては，東京

の街と同じで真っ直ぐな道はない。北京だったら，

いろいろ事件はあったでしょうが， (笑)通りは

東西を走る道と，南北を走る道も真っ直ぐにつ
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くっていて， ど」 」うと思えば，地図があ

るほうがわかりやすいのですが，なくてもわかる。

私は東京に 5 年くらい住んでいるのですが，いま

だにはっきりわからない。

PF も同じ，統ーした施計思想、なりがユーザ…

側に伝わっていない。たとえば，ハッチの上流の

ところ はどういう性能を持っているか。

スペクトルなり，言葉が何行かあれば，用は足り

ると思います。しかしどこを見てもそれはない。

のラインはどうですか。

10B と 7C に関しては野村さんがしっかり

したマニュアルをつくっています。ただ11 B はな

いですね。

しかに11 B は本当に使いにくい。結構熟練が

いるラインだと思います。書くだけでは伝えよう

がないとか9 そういうところがあるのだと思いま

す。その場しのぎというか3 臨機応変に対応して

いかないとちゃんと光が来ないとか，そういう問

題があります。覚えてしまえばそれまででしょう

放射光第 2 巻蕗ヰ

私がやった実験の種類にもよりますが，中

性子は強度が非常に弱い。それから見て， PF は

まあまあでしょう。弱ければ弱いなりにそれ相応

の実験をやっていけばいい。

基本的に中性子の場合は仕掛けたらデータをと

り終わるまでに時間がかかります。原子炉は一回

運転しますとかなり強度が安定しますし途中で

シャットダウンということはまずありませんから，

そういうことでは比較的実験は楽です。

ところがPF は一回にデータをとるのに，時間

が短ければ短いで休む間がないとか，あるいは仕

掛けて宿舎に帰っている開にビームダンプしてい

ることがある。私個人が持っている印象しでは，

PFで測定を全自動化するのは難しい。実験の種

類にもよりますが，調整するパラメーターの数が

多すぎます。波長ひとつ変えたときでも，本当に

そこが最適なところかどうかは，いろいろ光学系

をいじってみないと自告が持てない場合がある。

そういったとこを全部自動化するのは不可能な気

が，最初はたいへんだと思います。 がします。

利用のしきい{障が高すぎる。何回か行って利 後藤 光電子分光の専門の方が今日 3 人いらっ

用して，たとえはマシンタイムを数十時間使って

から，やっと使いこなせる感じですね。

ある意味ではこれが本当の共同利用です。つま

りスタップを抱き込んでおかないと動かない

ような状態になっている。

ユーザー側はこういう注文を出して，こういう

光が欲しい。すると，工場としてはそれをつくる。

いまの状態は工場の従業員を抱き込んで，やっと

その製品を使える状態ですね。 トレ…ニングをそ

れほど、つまなくても，普段，大学でつんだトレー

ーングを程度で使えるような状態にしたほうがい

い。特にこれからあたちしい 1) ンクマを関西で、つく

るのですがヲまたのようなしきい値の高い状

況になると，あまり進歩がないように感じます。

後藤 本当に放射光しかないのかということに対

して，考えていることがありますか。中谷さんは

中性子のユーザーでもあるわけですね。

しゃるのですが，あれは放射光がないとできない

のですか。

木下 光電子分光は放射光でなくてもできないか

といわれると，そういうことはありません。通常

の放電管とう X線管とか使ってちゃんとできます。

実際に日本でやっておられるグループの中では，

そちらのほうが多いかもしれない。放射光を使わ

いとできない光電子分光の実験はもちろんあり

ます。どういうものをやりたいか。それによって

使い分ける。

たとえば表面の吸蕃系を研究したいとき，どう

いう吸着をしているか。そういうのを見るとき，

八木さんは筑波大のころ，放射光の偏光特性を

{吏ってそうし 1 う研究をされていたのではないです

か?

八木 そうです。私が学生のころに光電子分光を

やっていたときには，むしろ放射光を使わない光
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通常ヘリウムの放電管から出てくる

紫外光を使っていたわけです。それを能っても別

の意味で表面研究はできるわけで，むしろそちら

のほうが分解能がよかったりする場合もあります。

ケース@バイ@ケースでやってし 1かなければい

けない。放射光でなければいけないのかといわれ

ると，放射光はこういう学会ができたりして，放

射光という分野自体が一つの確立した学問になる

のかもしれないのですが，たとえば物理をやって

いる人から見ればどういう実験をやるにしても，

光を使うという一つの手段にすぎないという一般

的にはそういう見方なのではないか。

後藤 たとえば研究室で予備実験をして放射光に

いって本実験をするいう点から見たときに，放射

光の問題はどういうものでしょうか。できるもの

とできないものがありますね。

木下予備実験をして放射光に持っていって本実

験をやる場合ですか。

私が学生時代にやっていた表面の話に戻ります

が，研究室では表面がきれいに準備できても，

際に共同利用のチェンパーに持ってきてしまうと，

同じような状況が再現できない。だかち光を

る以前に実験が失敗してしまう。

われわれの場合は，何とか最後にはうまくいっ

たのですが，人によってはうまいこといなし 1から，

せっかく旅費をいただいて来たけれども帰らざる

を得ないという話もよく伺っています。サンプル

がきれいにできないという理由で，手ぶらで帰ら

ざるを得ない。そういう状況ももちろんあるよう

です。

後藤百生さんのところはどうでしょうか。

そうですね。私の場合は特に確立した手法

を放射光でやるとか，あるいはある特定の物質を

調べるとかで、はなくて，とりあえず放射光リング

から光が来ている。それをどう料理するかという

手法めいたことをいろいろ考えているわけです。

研究する場合は放射光だけですべてがすむとは

さらさら思っていまんしいろいろ手法を組み合

1 月 61

わせて新たな知見が得られる，そういう研究の経

路になると思います。私はとりあえず放射光を

使った新しい測定手法を見つけ出すことを目標に

しています。

後藤 ほかにいままで出てこなかったような問題

はありませんか。

人の問題があると思います。今日は20代の

人が集まっている。後藤さんはだいぶ苦労されて

人を集めておられたようですが， こうし寸分野で

やっていこうという人はあまりいない。しかも私

も含めてそうですが，学生のころからこういう分

野にかかわってきた，極端なこと

作業から携わってきた人はこういう年代ではほと

んどいないのではないか。

もう l つ，加速器屋さん，いま関西で新リング

をつくろうとか言っていますが放射光の分野で加

速器をやっている若い人はPF をはじめとしてい

るのはいるのですがラ この分野全体が入手不足で

はないかと感じます。それは日本の就職制度とい

うか，教育制度とかかわってくる話でしょうが，

そういうことをやってはたしてメシが食えるかど

うか将来は非常に不安である。私もそうだったの

ですが，学部のマスターとか，学部の学生のころ

はそう思いますね。

これからはいろいろな企業でもやっているよう

だし関西でもできるのではないかとう話もある。

たぶんお金はどんどん出てくると思います。皆さ

ん自身も感じられていると思いますが，人が足り

ないという問題が非常に大きくかかわっているの

ではなし 1かという印象がありますが，どうでしょ

うか。

後藤 この座談会を企画するときに，たとえば分

子研は20代の人が非常に少ないという話をチラッ

と聞いたりしました。これからどんどん大きなも

のをつくっていくにしては， これか色背負ってし

く立場の人聞が脊たないような状況があり得るの

ではないか。

電総研では若手はどうですか。
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八木私の研究室では20代は私 l 人ですが，あと

加速器関係の人は20代の人が数人います。

電総研はどちらかというと平均年齢が高い気が

します。しかしこれから若手を入れていこう，後

いきたい雰閤気はあると思います。

後藤世代交替の予備軍が少ないという点につい

て，日立はどうですか。

いろいろな研究所から人が集まって実験を

やっていますが， 20代は 2 人だけです。いろいろ

人を捜していますが，なかなかいないみたいです。

後藤 このへんで将来の展望について，たとえば

こういうことをやっていきたいとか，どういうふ

うにやっていきたいとか，それには光源はこう

あってほしいとか，どういうことでも結構です。

横山 表面をやっていくことで，いま何が足りな

いかをお話しますと，だんだんできつつあると

いますが，表面のEXAFS をやることになると，

いま完全にできるといえるのはllB で， これはエ

ネルギーにしてだいたい1. 8キロくらし 1から 3. 5キ

口くらい。それ以上短くても，それ以上エネルギ…

が高くても，小さくても，いまのところはなかな

か難しい。

軟X線のCK-吸収端くらしゅ\らあと 1 キ口く

らいまでは，だんだん回折格子のほうで可能にな

りつつあると思います。そういうのができるよう

になったらいいなというのが一つですO

あとは，ハードX線のほうで表面の吸収測定が

でくる施設はいまのところ全然ないと思います。

これは希望といえば希望ですが，超軟X線， 1 キ

ロ以下の軟X線，あるいは普通のハ…ドX線で表

面の吸収の研究ができるようになったらありがた

い。そういうのに協力していきたい。これはそん

な将来ではなくて， ごく近い将来かもしれないで、

すが，そういう希望はあります。

いま放射光に携わって研究していますが，

放射光というのは私にとってはあくまでも現在の

スタンスであって，将来ずっと放射光施設が発展

するままに私たちもそれについてし 1 く。そういう
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感じにはならないと思います。

放射光施設を建設して発展させてこられた偉い

方々がいらっしゃいますが，むしろそういうのを

見習って，何か新しいもの草分けになりたいなと

思います。放射光の発展に単についていくだけ，

そういうことにはなるべくならないようにと患い

ます。

木下人の問題が非常に大きいカギ、を握っている

と思います。私自身， この分野に足を踏み入れて

から臼が浅いので勉強していかなければいけない

なと思っていますが，いまは目先のことで精一杯

という面が多分にあって情けない気もするのです

が @@@@O

特に放射光を使った光電子分光の分野でいえば，

日本は欧米諸国に比べてかなり遅れている。うち

がいまつくっているビ…ムラインが立ち上がった

ところで何とか追いつきかかるかなとし寸具合で

す。

新しいことをやっていく前にまずそれをやる人

も必要である。これから先はオリジナリティーを

出していかなければいけない問題があって，それ

は放射光にこだわる話ではないと思います。

私自身，将来この分野に居座るかといわれれば、

そうではなくなるかもしれない。一番いま将来の

問題として考えておくのは，目先の問題として欧

米諸国においつくように早く立ち上げて，共同利

用にオ…プンする。いま現在私の職場での立場で

いうと，一つは自分自身も含めて，大学院の学生

と一緒にいろいろ勉強をしていって，将来どうす

るのかということを考えなければいけないのでは

ないかと思っています。

張放射光のことだと，加速器と一緒になってい

るのですが，私の感じとしては素粒子関係の廃棄

処分したようなものを拾って仕事をやるような感

覚がある。素粒子の分野ではどんどん大きいもの

をつくっていくとしたら，私たちはそれのあとを

ついていくようなプロセスが一番無難な就職の仕

方ではないか。それでも放射光の限界はあり，私
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の考えでは，ハードX線のレーザーあたりができ

あがると， もうこれで限界ではないか。

放射光学会は物理学会とか応物学会から分離し

たものですが，そのときの子分でもつくって放射

光応用学会というものでも考えたらどうか。

木下 いまのを具体的にいうと MR 計画の話で

すか。

張 MRとか，これからアメリカとかヨーロッパ

という， もっと一回り大きいリングがあって，あ

るいはもっと全世界がカネを出し合って， もっと

えらいリンクゃをつくる。そういう話も出ている。

こちらはカネを使って積極的に建設する，関西

のリングのような話はこれからはあまり出ないと

思います。結局，使命の終わったような加速器を

拾ってリサイクルするような感覚でやっていく気

がします。

木下 もう一方の極にあるのが小型リングの話だ

と思います。いろいろなところで使い勝手がいい

ように，各企業なり，何なりで小さいリングをそ

れぞれつくる。一つの実験室みたいなところでも

つくる。

張 発電所をつくるが，それともディーゼルエン

ジンの小さい発電機でもって，工事現場でやるよ

うな感覚でやる。

八木私はいま電総研で円偏光アンジュレーダー

の建設をやっています。 PF のほうでも現在盛ん

にやられているようです。円偏光をいったいどう

いうふうに利用していくかで頭を悩ませています。

円偏光が出たら何に使えるか。物性研究からする

といろいろな研究ができると思います。

そもそも放射光はいろいろな物性研究の分野で

は非常に役に立っていると思いますが，それをも

うちょっと広めて， リソグラフィーとかがありま

すが，産業分野にもっと応用できないか。

一般の人にまだまだメジャーになっていないと

思っています。もっと一般にメジャーになって，

産業分野で何か利用できるようなものがないか。

特に挿入型光源をうまく利用できな l\かというこ
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とをいま考えています。

先ほど、小型リングの話が出ましたが，電総研で

は，ちょうどこのテーブんのような小型リングを

盛んに建設しています。こういった小型リングが

ありますと，研究室単位で， このくらいの部屋の

中で放射光が利用できる。もっと一般に広まって，

新しい放射光の利用のアイデアがどんどん出てく

るのではないか。

生天間 放射光はこれから発展していくと思いま

すが，発展の仕方は私個人としては計算機の進み

かたに似てくるような気がします。計算機の分野

だと，多目的な大型汎用計算機，高速演算の特殊

な用途のスーパーコンピュータ，その他こまわり

のきくミニコン，パソコンなど、ノくラエティーに

んでいますね。 SOR も目的に応じてマシンがつ

くられてくるのではないでしょうか。それにマシ

ンを使うためのソフトウェアが必要で，それが

ビームラインや計測器だとすればマシンの高性能

化とともにそれにみあったソフトウェアがないと，

ただのマシンになってしまい本当の性能を使いき

れなくなってしまいます。

たとえば光電子分光なら，明るい性質を使って

分解能をもっと上げた実験ができるように計測系

をくんでいくとか，マシンの周聞を含めたバラン

スのとれた発展が必要でと思います。今あるリン

グでも，計測系の改良の余地はまだまだあると患

います。

中谷 いろいろな分野の人たちが集まってできた

学会ですから，ある程度の概念を共有する必要が

ある。放射光学会の中には，医学とか生物の専門

の方もいらっしゃるでしょうが，そういう人たち

と我々物理関係の人間が分かり合う必要もあると

思います。専門分野とか，あるいはマシンのスタッ

フかユーザ…かとかし寸立場の違いを越えて話の

できる共通の『言葉』がいると思う。

さきほどマニュアルの話がありましたが，マ

ニュアルが書きにくい一つの理由は，書く人間に

とって自明なことが読む人間にとってはそうでな
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いとか，ユ…ザーが本当に知りたいことが何なの

かがスタッフに分からないということにある。そ

うし、う立場の違いよって生じる壁を少しずつ取り

払う方向にいくのが大切だと思います。

後藤一通り伺いましたが，そのほか何かありま

せんか。

木下 ここにいる人たちは分野が近いといえば近

い人なので，意外で答えはあまり出てこない。

後藤 加速器関係の人はよく知らないということ

もあって，なかなか声が掛けにくかった。ちょう

どいま加速器の学会があって時期的にも悪かった

かもしれない。

木下 加速器関係の人とか生物関係の人とか，

違った話が聞けるのではないかと楽しみにしてき

たのですが…・・。私もこういうところに就職して

いなかったらたぶん放射光学会には入ってなかっ

たと思います。〈笑)

そういう意味でも人がいない。 10年後を考えた

ときに，いま高エ研とかいろいろなところで働い

ている先生はお代後半からやってこられて，現在

35過ぎから初代前半くらいで，いま一線でやって

おられる。われわれが10年後そういう年代になる

ときに，現在われわれより若い人たらがはたして

どのくらいいるのだろう。 PF のブワアを歩いて

いても，結構人はいることはいるのですが，よく

顔を合わす人はあまりいない。受託院生の人は結

構がんばっていますが，それにしてもお後半の人

のほうがどちからといえば自につく，目立って働

いている。

横山 それは減っているということですか。

フド下 絶対数からいえば減っていることはないと

思いますが，装置全体とか， リングが増えている

という意味でいうと，密度が薄くなっている気が

します。

横山 分子研のほうがもっと深刻だと思います。

高エ研だとスタップの数はまだ増えていますよね。

分子研はそういうことはあまりない。高ヱ研でも

分子研でも特に外国の人が来られたら，真っ先に
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び、っくりされるのは人が少ないということです。

木下さんがおっしゃるのは，放射光をやりたいと

いう意志のある人がいないということですか。

木下現ft，放射光をやる場が限られている。共

同利用でできるのが田無と分子研と PF しかない

ということもあるでしょうしほかの大学から集

まってきてもらって一緒に建設作業に携わる。そ

ういうことがいまの状況ではかなりできにくい。

そういう仕事でいい論文が本当に書けるのでしょ

うかといわれたら，それまでですけれどね。教育

とそういうものが別々になっている。

いまそういうことをやる人を確保しておかなけ

ればいけない。いま大学生の人たちがやっていけ

る環境にあるのかどうか。

PFに関して言えば， 20代のスタップは結構い

ますね。加速器にもお代の人は結構多いですね。

田無もだいたい20代の人，民間機関の人まで含め

るとそこそこの人数はいるように思います。しか

し放射光学会の会員になっている人はあまりい

ないのではないでしょうか。そういう意味で、は，

今日の座談会の出席者は放射光学会という粋をは

ずしでもよかったのではなし 1かと思います。

張みんな東京に群がって行っているので，若い

人たちはわざわざ筑波に行って放射光利用とかは

どうなんでしょうか，よくわかりません。

木下上の世代に対しての希望といえば，たとえ

ば人の問題にしてもユーザーの声を吸い上げるよ

うな体制に関しでも， しっかりした道筋をつけて

ほしい。私たちがどうこう言っても，現実問題と

して改善されることはないのではないかという懸

念があります。他力本願みたいですが，そういう

形を道筋としてつけてほしい。

後藤今はまだまだ上の人についていけばよいと

思っているけれども近い将来われわれも上に立つ

立場になる。そのときに，今出てきた様なことを

認識していないとわれわれのあとを育てていくの

が難しくなるかもしれない。展望と共にそういう

危険感を持っていかなければならないのかもしれ



放射光第 2 巻第 4 号

ません。

いままでこの世代でなかなか交流がなかったこ

ともあるかもしれませんが，これからこういう場

を 1 つのチャンスとして，どんどん交流を深めて

いきたいと思います。

今日はお忙しいところありがとうございました。
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